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「走れ一輪車　～あたりまえに暮らす我が子を想う～」　　　　　　
岡部耕典：「つなぐ」（2002年11月全国障害者生活支援研究会）所収

はじめに

「車椅子の国」を知っていますか？車椅子の人があたりまえで、歩ける人は障害者の国なのですが・・・扉も、屋根も全部車椅子用にできているから、歩くと頭ぶつけるし、かがまなきゃならないしで、歩ける人には、とても辛い国・・・・でも、「障害者のために天井を高くしてバリアフリーを実現しよう！」っていうと「そんな少数のひとのために税金をつかって、全ての天井を高くするのか！」なんて言われたりして（笑）

でも、その国の歩ける人も座れば楽になります。というわけで、私も中途半端にたっていると辛いから、座らしてもらいますね、どっこいしょ。みんなも座って聞いてね！
ね、親のみなさんも・・・

１００メートルの憂鬱

学校正門まえの信号から１００メートルの道
これを亮佑は、とぼとぼと歩いていった

休み明けの彼だけのブルーマンディ
その憂鬱を彼は（言葉では）語れない

しかも今日はお気に召さないプールがある日

朝のプールバッグを巡る抗争ののち
そっと知られず、という「お約束」のもと
プールバックは手下げかばんに押しこまれる
（実は彼はわかっている「お約束」）

校門から１００メートルの信号から
彼はいつも私と分かれて歩き出す
いつもは走って行く道を
今日はとぼとばと歩く１００メートルの憂鬱

見送る私のまえで
突然彼は手下げかばんを覗く！

やばい（プールバックを捨てるか・・）

思わず走り寄ろうとする私の前で
彼は嫌そうにかばんの中身を見つめ
一瞬のためらいののちに
またとぼとぼと歩きだした

だれもがある気分の周期
だれもが知るブルーマンディ
だれもが経験する「お約束」

しかし、だれもができるわけではない
孤独なtake responsibility
彼の経験は言葉では共有されず
言葉でうさばらしもされない

バス通学ではひとりで登校できない彼を
朝学校に送っていくのは私の役目
私は密かにこの道を「自立ロード」と命名した

この１００メートルが
どこまで長くなるか広がるか
みずみずしい緑に包まれ光に溢れるか

手に残る彼の手のぬくもりを感じながら
私はこの交差点にたたずみ
見守るしかない時がくる

今朝はなにも食べなかった彼に
母がそっと握らせたチーズボールが
今は彼の頬を膨らませている

午前８時２０分の自立ロード
岡部亮佑来月で９才
自閉症にして愛の手帳２度
成人式まであと１１年
障害の受容

遅く帰宅した夜。先に寝ちゃったつれあいと亮佑の寝顔を見て、ちょっと取り残された寂しさを味わいつつひとりで風呂にはいっていたら、なぜか不覚にもぽろぽろ涙がこぼれるのです。

この感覚は最近ではあまりみない夢を見たときと似ています。この夢のなかでは亮佑が、「あれ、お父さん、いままで僕はどうしていたの・・」としゃべります。この夢を見た後の朝は長く長く泣き明かしたあとのような芯のところの疲れとともに目を覚まします。

　亮佑という息子をもって不幸だと思ったことは一度もない。よくぞこの家に生まれてきたと心から思っています。障害がない亮佑という仮定に意味はなく、亮佑自身も不幸ではなく、でもね、なぜか枕は泣き濡れているのです。そして、でも亮佑よ、よく育ったな、とおもったら、もっと泣けてきて。泣けてきて。

　これを我が子の障害の受容がどうとかいう、かる～いことばで解釈して欲しくない、とか呟きつつ、愚かな父は、ひとり風呂で泣くのでした・・かっこワルイよね（苦笑）

走れ一輪車

良く晴れた日、年末の公園
人恋しくて遊具に突進した亮佑に
女の子たちが一斉に冷たい目を向ける
（まるで意地悪な女学生のよう・・）

いつもながらのこと
なんどでもくりかえされていること
やりきれない思いとともに
のどの奥の冷たいものを飲みこむ

と、そのとき、亮佑は！

先ほど打ち捨てた一輪車にまたがると
ベンチの端を掴み
軽く前後にペダルを漕ぎ！
勢い良く走りだす

その姿は風のよう
女の子たちが軽く息を飲む目前を
歩道を
落ち葉の上を
疾走し
坂を登り
階段を（！）駈け降りる

青い空の下
冷たい風に
頬を赤くして
満面の笑みで
自慢の電車を右手に
木立を駈けぬけ
花壇を巡り
走り
曲がり
停まり
走りだす

絶妙のバランスで
軽やかに力強く
「自立」の喜びに溢れ
走り抜ける

岡部亮佑
自閉症
愛の手帳２度 
成人式まであと１１年

どこまで一輪車は疾走するか
どこまでその一輪車についていけるか

するりと公園を抜けて車道を突進
一輪車を追いながら考える

一輪車は走る
絶妙のバランスで軽やかに
転んでも倒れても

いつまでも
どこまでも

私が死んだあとも
自立生活を想う

亮佑は９才、自閉症で重度の知的障害をもっています。これから約１０年間、その彼の主体性と自発性をたっぷり育みます。同時に、その間は彼を愛し尽くし、１０年後にはもうゲップがでて自分も子離れするようにします。それまでに地域でネットワークを作り、愚息の介助人、ともだち、シンパ、愛人？の輪をはりめぐらします。役所とはいろいろあるだろうけど粘り強く働きかけ、介助費用をゲットして、ホームヘルパーをはべらし、ガイドヘルパーを付き従えます。
そして１０年後、成人式のころにはだいたい準備は完了させたいものです。措置から契約だとか、社会福祉のキソコウゾウが滑ったころんだとか、それまでにはいろいろあるだろうけれども、また、障害版介護保険の導入も心配だけど、そこはそれ。彼は彼。

そして、１０数年後、密かに用意した車で２０分以内のアパートかグル－プホームに、強力なサポートグループと共に亮佑は暮らし始める・・もちろん、「世帯主」は、本人です。
サポートグループは、優秀で心意気がある専門家、盲導犬のように愚息に忠実でたくましく優しい介助人、愚息を愛してやまない地域のひとたちと友達たち（障害あるひともないひとも）からなります。そしてわたしたちも親もその一員・・・２０歳までは、保護者、しかし、２０歳すぎたら、親は子供の援助者になろう。

そして・・・み～んなが、力を合わせて、強力に、強烈に、粘り強くゴネます！

ちいきのじゅうみんとしてしょうがいあるひとがひとりぐらしをしてるのにぎょうせいはそれをみすてるのかひとのいのちはなんなのだかいごてあてよこせ２４じかんかいごにんつけろかれらがあたりまえにまちでくらすにはあんたがはだかでまちにでられないようにひとのえんじょがひつようなんだほんにんしゅたいじりつせいかつけんりようごじゅげむじゅげむごくうのすりきれ・・・

　制度がどうなっていようが亮佑は生きていかねばなりません。それまでに貯めたリソース全開で、十分な介助者費用と介助者自選の権利を獲得します。そのためには、道ゆくひとには花を配り、隣近所とは口角泡をとばして議論し、座り込み、ビラをまき、ハンストだってやろうかな？

　入所施設なんていらないです。作業所なんていりません。役所では「入所の順番待ち」で卑屈になり、親の会では、子供が作業所の人質とられてなんにもいえない、そんな今までみてきた「先輩」たちの暮らしなんてまっぴらです。亮佑は、地域で・あたりまえに・暮らすのです。

　あたりまえに食堂（ファミレスかな？）でご飯を食べ、あたりまえにプールで泳ぎ、あたりまえに買い物し（コンビニかな？）彼は生活を自分で選び暮します。彼の主人は彼自身です。しかし、同時に、必要なときにはいつも影のように介助者が従います。重度の知的障害・自閉症者があたりまえに暮らすには、空気のように自然に介助者が必要です。

　目の不自由なひとの盲導犬に、「月で使える時間を決める」というのがおかしいなら、重度の知的障害者・自閉症者に介助者の目的・用途・時間を制限するのはおかしいことです。
厚生労働省の決めた通達の「介護時間に上限をもうけず」という１文を守れ！「全身性障害」に重度の知的障害や自閉症を含めよう！


　同じような自立生活者とその支援者が、全国に散らばる姿を夢見ます。それぞれが手をくみ、協力しあうのです。最大の武器は「知識・仲間・勇気」です。あの市は、どれだけ介護助成をだした、あの県はこういう制度を作った、全ての情報の「いいとこどり」を自分の地域で叫び、その獲得した実績を他の地域にしらせて、また実績を増やします。国や地方の行政中枢部にもシンパとスパイを張り巡らし、どんな情報も即時入手です。遅れた地域には、とびっきりの自立生活者と腕利きの介助者をセットにして「投下」もしちゃいます。

　親どうしの慰めあい、なんてもういたしません。施設作りに苦節１０年と各自１０００万、というのもやりません。問題行動の除去という錦の御旗で我が子の自発性と主体性を奪い、親元にしばりつけ、年金を横取りし、最後には・・・「うちの子は、おとなしくてね、街がきらいなんです、もんだいこうどう多くてね、とっても他所サマにはやれない」、そういうひとたちは１０年後にもいるかもしれない。そして、その巌のように頑なな心をわずかでも開かせるには、我が子と同じ障害をもった仲間が生き生きと暮すまぶしい姿しかないのです。


　旧世代の親の会活動は、そこにこそ基礎構造改革が必要なほどに制度疲労を起こし、混迷を深めているようにも見えます。かつての夢の作業所は、親の口過ぎの場と化し、グループホームつくった仲間とは、「仲間割れ」、親がつくった入所施設で、人権侵害・・・でも、IL（自立生活運動）の人達は教えてくれました。「まず、自分が暮らすこと。それが、力です。そこにお金も人も制度改革もついてくる。」と。この順番を違えてはならないのです。なにか作らなきゃ、頼らなけりゃ、と思って、いつまでも保護者意識からぬけだせない私たち親は目からうろこです。ああ、「かたち」（施設）から発想したらあかん、当事者がここで暮らす・暮らしたい、そこから全てを逆算して、じゃあ、「いま・ここで」なにをすべきか。これが「支援者としての親」の発想です。


　ILの闘士がゲストの講演会でのこと。

専門家が主張しました。「施設から地域へというお金の流れをつくらねばならない」
「闘士」が、笑って応えます。「私は、お金の心配をしたことはない、自分が暮らすということでお金って生まれるのだから」
知的障害の息子をもつという母親が、すがるように聞きます。「身体障害の自立生活運動の人たちのように私の息子も自立させたい、どうしたらいいのですか」

「闘士」は、静かに応えます。「ああ、もう、私の自立生活センターには、知的障害の人も精神障害の人も列なしていますよ。」
・・・講演後、そのひとの車椅子を囲む親たちの列はいつまでも終わりませんでした。

重度の知的障害・自閉症の人たちの自立生活とは？本質的にはパーソナルアシスタンスを得て地域で暮らす肢体不自由の人たちの自立生活と変わるところはないと思います。

１　「自立生活力の根っこ」はぐくみ守ることに細心の注意を払う
２　支援者としての親の役割が重要（２０歳過ぎたら保護者ではなくなる自覚をもつ）
３　自立とは、ひとりぼっちではなく、手厚く信頼にたる個別支援体制が前提
　

スミマセン、わたしも、まだ、勉強しながら模索中の親ですが・・・「自立生活力の根っこ」とは、幼児期に形成される世界に対する基本的信頼感、そして、選択と自己決定のもととなる自尊感情であり、これは読み書きや身辺自立以前の問題です。学齢期は将来の自立生活むけての準備段階であり、支援者としての親は、ともすれば損なわれがちな当事者の「あたりまえの」社会経験を充実させる最大限の努力を払いながら、同時に、傷つきやすい当事者の自尊感情や自発性を損なうことのないような「丁寧さ」を持ちたいものです。

わたしは自分の息子をあたりまえに暮らさせたい
わたしは、息子から奪わない

わたしは、息子からプライドを奪わない

わたしは、息子からお金を奪わない

わたしは、息子から選び、迷い、納得して危険を冒す自由を奪わない

わたしは、息子を守る

わたしは、息子のサポートを受ける権利を守る

わたしは、息子の自分自身を大事に思う気持ちを守る

わたしは、息子の生きる力を守る

わたしは、息子を変えることよりも、息子が彼でなくなることを強いる社会を変えたい

わたしは、苦しんでいる息子の仲間を見殺しにしない

わたしは、障害児の親という当事者であり、障害がない当事者であることを自覚する

わたしは、息子の最大の権利擁護者と最大の権利侵害者の可能性を自覚する

わたしは、わたし　あなたは、あなた（しかし、かけがえのない　あなた）

わたしは、息子が２０歳になったら保護者ではない

わたしは、息子が２０歳になったら支援者になりたい

わたしは、息子が２０歳になっても、自分もまだまだ成長し本当に人生を楽しむ

わたしは、息子がいくつになっても、いつまでも息子と家族を愛する

そして、わたしは、息子とその仲間のために「意味ある遺産」を残したい

わたしは、当事者・支援者と強く連帯し、世論を興し行政を動かしたい

残された時間（人生）はそう長くはないのだから・・・

障害をもつ人ももたない人も生き生きと暮せるまちづくりを

全ての障害をもつ人に地域自立生活のためのバリアフリーとパーソナルアシスタンスを

わたしは、全ての人がその人それぞれのかけがえのない人生が保障される社会を望む

わたしは自分の息子をあたりまえに暮らさせたい
あなたは、どうですか？

（追加）ハッピードラゴン

ハッピードラゴンを知っていますか・・
そう、ネバーエンディングストーリーに出てきた子供を守る竜

白くて
毛むくじゃらで
暖かくて

優しい眼をして
力強くて
ちょぴり意地悪

小さいときだれもが欲しかった自分だけの守護神

だれもに認められず
自信がなくて
弱虫

でも、ハッピードラゴンは、そんな子供のところにこそ現れる

どんなに母親が子供を愛しても
どんなに父親が子供を護ろうとしても
あるときから子供は思春期という「孤独な戦い」を開始する

それは、子供が大人になることを助ける「もうひとりの自分」

ミハエル・エンデの描いたのは深層心理のシンボルですが
我が愚息は血の通ったハッピードラゴンを持っている

それも何人も・・・

たくましい長髪のドラゴン
金髪でいかしてるドラゴン
思慮深く個性的なドラゴン
なりたてで、あくまでも純粋なドラゴン

そして、お盆に帰省して、
カレーパンを買って遊びに来てくれた
昔のドラゴン
（愚息を写真に収め大事に持って帰ってくれた・・涙）

心より感謝です、たくさんのハッピードラゴンたち

障害児ひとりひとりにハッピードラゴンを
「動く施設」ではなく「人の城」を

彼らがドラゴンにしっかりと寄り添われ
だれしもが迷い狂う思春期を乗り越えて
自分が自分であることの自信と誇りを我がものとするとき

そうなれば
「もう施設はいらない」

永久に・・・


ゲストアシスタンスカード　　　　　　http://www.eft.gr.jp/gacard/index.htm
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毎日新聞２００２年１１月１日
障害の特性としての「待てないこと」について
待てないことを「親の努力不足」「本人の甘え」のせいと考え、バリアフリーの問題ではないと捉えられることが多いので、自閉性障害、重度知的障害で例示します。

他にも、体温調整が困難な頚椎損傷や重度心身障害の人たち、パニック障害があったり、精神障害のあるひとたちなど、障害ゆえに「待てない」ひとたちはたくさんいます。

●自閉性障害について・・ローナ・ウイング　「自閉症スペクトル」



※自閉性障害には、自閉症のほかにADHD,LDの一部なども含まれます。

自閉症では過去の経験か現在の経験かを認識できないので、時間や空間を理解することが非常に困難です。これらの困難が理解され考慮されなければ、教育や看護のプログラムは成功しません。時間に関する問題は、時計を見て何時かを言う能力とは関係がありません。この能力に関して言えば自閉性障害を持つ人たちにも上手な人はいます。彼らは時が流れることを理解したり、時の流れと物事の経過を結びつけたりすることがなかなかできないのです。

この困難は「待つことが出来ない」というかたちで現れることがよくあります。幼い子どもはだれしも待てないものですが、自閉性障害ではこの待てなさは何年も続き、成人期まで持ち越されることすらあります。食べたい、歩きたい、車に乗りたい、何でもとにかくやりたいときに一秒でも待たされようものなら、金切り声を上げはじめる人もいます。　　　　　―中略―

時計で時間がわかるような能力の高い子どものなかには、時間に強迫的になりすべての事柄がまさにその定められていた瞬間に起こることを要求する子どももいます。「あと五分でね」と約束したくせに６分１４秒も待たせた親は、ただでは済まされないのです。　　――中略――

たいていの人は日常用語で時を理解する能力を生まれながらにして身に付けています。この理解力が、自閉性障害をもつ人では知的水準に比べて大きく落ち込んでいるようです。」（P115～P121の抜粋）

· 重度知的障害について　「ペーテルってどんな人？」

１２８ページ、A段階の人の「時間」の章（A段階＝重度と考えてください）

「要するにA段階の知能をもつ人には、一連の行動をとるのに必要な時間とか、ある事が起こるまでにかかる時間の見当がつかないということです。従って、例えば、何かを待つといったことも容易ではありません。」

「待てないこと」と「甘え」と「差別」
「障害により、待てない」ということがあっても、「並ばないのはずるいのでは？」という意見のかたもときどきいらっしゃいます。しかし、高齢や身体障害で足の不自由なかたのためにエレベーターをつけるのは「ずるい」ことなのでしょうか？

　また、「電車やバスや公共施設ならともかく、ディズニーランドは、民間の遊園地なのだから、障害により待てなくて利用できない人は来なければいいのではないか？」という意見の人もいらっしゃるかもしれません。

　しかし、アジアやアフリカの各国を含む世界の５０カ国以上の国々には、既に「障害のない人と同様の社会生活が障害への対処がないことで送ることができないということは、差別である」という障害差別禁止法があります。これには、もちろん公共機関だけではなく民間企業も対象です。下記に示したのは、アメリカの障害者差別禁止法である「障害をもつアメリカ人法」の関連条文です。これを読めば、アメリカのディズニーリゾートが、ホワイトカードを導入し、今もその制度を持ちつづけている理由が、「哀れみ」でも「恩恵」でもないことが理解できると思います。

●障害をもつアメリカ人法（American with Disability Act of 1990)

　第三章　民間事業体によって運営される公共性のあるサービス

　　３０２項　公共性のある施設における差別の禁止

　　　　

（a)一般規定

いかなる個人も、公共性のある施設において商品、サービス、施設、特権、特典、宿泊を十分かつ平等に享受するにあたって、所有者、賃貸者（あるいは賃借者）または施設の管理者によって障害ゆえに差別されてはならない。

（b）解釈

（二）特定の禁止事項

（ⅱ）障害をもつ人が、補助具やサービスがないために、排除されたり、サービスを拒否されたり、隔離されたり他の人と別の扱いを受けたりしないために必要な手段をとらないことは、事業体がそのような手段は提供している商品、サービス、施設、特権、特典、宿泊の性質を根本的に変えてしまう、あるいは不当な重荷となることを証明しない限り差別である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（斉藤明子氏訳　「アメリカ障害者法」現代書館）

温情判決：自閉症の長男を殺した男性に執行猶予　神戸地裁
［毎日新聞５月１６日］ ( 2003-05-16-00:57 )

　養育の悩みから自閉症の長男（当時１４歳）を殺して殺人罪に問われた神戸市北区道場町生野、元新聞販売店従業員、田中建典（けんすけ）被告（５７）に対し、神戸地裁は１５日、懲役３年、執行猶予５年（求刑懲役６年）を言い渡した。笹野明義裁判長は、情状酌量で「できる限りの世話を長年続けるなど同情できる点が多い」と述べた。田中被告の友人や医療関係者、障害者団体などから、刑の減軽を求める嘆願書約２万人分が集まっていた。

　判決によると、田中被告は昨年７月２４日正午ごろ、自宅２階で寝ていた長男の首をコードで絞め窒息させた。自らも遺書を書き、自殺をしようとしたが死にきれなかった。

　長男は２歳ごろから言葉の成長が遅れ、他人の視線を感じて暴れるパニック症状が出るようになり、養護学校入学後、知的障害のない「高機能自閉症」と診断された。昨年７月には症状が悪化した。笹野裁判長は「安らかな長男の寝顔を見て、『これ以上苦しむ姿を見たくない』と発作的に起こした犯行」と述べた。また、長女が交通事故に遭うなどして精神的に追い詰められた背景がある、と指摘した。

　弁護人は「被告の子どもへの愛情を理解した判決で評価できる」と話した。【井上大作】

閉鎖された父親を支援する会のホームページの掲示板より

To sasaerukai@chance at 2003 05/15 16:32 編集 返信

micle@mikle-musikal.com  http://www.micle-musical.com/  micle@micle-musical.com

（ばんざい　万歳　ばーんざい）

　今日のこの日を確信していましたが、私だって、少しは不安もありました。ああ、けれど本当によかった。

　この間、あったかい励ましを頂いた方々の、お顔やお名前が、判決を聞きながら、走馬灯のように駆け巡りました。両手・両足の指では勘定できません。皆さんのお陰と申すよりも、皆さんの叱咤激励と、ちゃんとやれよという励ましで、今日のこの日を迎えることができました。そのつっかえ棒がななかったなら、とても今日の日を迎えられなかったと、今、しみじみと思っています。本当にありがとうございます。

　そして、障害をもつお子さんを養育されながら、わが事のように考えていただいた方々や、職場や地域の中でご多忙な中駆けずり回って頂いた方々と共に、ばんざい　万歳　ばーんざい！！

　今日、田中さんは、家族のもとに帰られます。残念ながら長女の愛子さんの意識は未だ回復なりませんが、きっとこの朗報が聞こえるはずだと思いますし、この朗報がなによりもの特効薬となることを祈って、もう一度、ばんざい　万歳　ばーんざい！！

　空の上から、一番の理解者だったお父さんのことを、やきもきしながら見守っていた隆大君と一緒に、　ばんざい　万歳　ばーんざい！！

　　　　　　　　　　　　　（ひぐらし）

From ふきのとう( HP ) To sasaerukai@chance at 2003 05/16 10:24 編集 返信

おめでとございます

　皆様、ほんとにおめでとうございます。皆様の心が、裁判所にも伝わり、胸を打った結果だと思いました。とても嬉しく思いました。

　けれど、一番嬉しく思われたのは、隆大さんかもしれません。一番に信頼し、愛してくれたご両親が傷つき悩まれる姿を見て、一番つらかったのは、隆大さんでしょうから。

　彼のためにも、どうかこれから皆様が、心おすこやかにおしあわせになられんことを、心よりお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふきのとう

To sasaerukai@chance at 2003 05/17 16:50 編集 返信

連絡ありがとうございます

少しでも、障害がある子どもが、住み良い世の中にしていきたいと思っています。ともに、やっていきましょう。

　　　　　　　＜沙央里の部屋＞の　高田満さんからのメール転載（事務局）　

From KO To sasaerukai@chance at 2003 05/17 18:17 編集 返信

障害を理由に殺してはいけない

１０歳の自閉症児の親です。

昨日の新聞記事で初めて「事件」のことを知り、人づてに聞いてこのホームページと掲示板にたどり着きました。

正直言って、特にこの掲示板の書き込みはショックです。責めるべきは社会、とあります。それはそのとおりでしょう。しかし、「殺される側」（雄大さんと同じく障害をもったひとたち）にとっては、心神喪失状態ではない者がその人がもつ障害を理由に確信的に人を殺して実刑もなしとなる、という「事実」はとてもとても重いのではないのでしょうか。

優生保護で生まれる前に殺されてきた者を含め、障害者の歴史は、殺される歴史であったことに自覚的であったうえで、「亡くなった雄大さんは天国でこう思っている」という数々の書き込みはなされているのでしょうか。

だれしもがこういう事件には口篭ります。しかし、だからこそ、被告となった方に最も共感しうる障害者・児の親こそが、「障害を理由に殺してはいけない」ことだけは、なにをおいても、まず、確認しなくてはいけないように思います。そして、同じ障害児者の親として、そのことは被告となった建典さんの意にも添うことだと信じたいです。ピアの関係での、両義性を前提にした苦渋に満ちたものであるはずの建典さんへの支援（それ自体はもちろん否定しません）が、なぜこのような形に、表現に、なってしまうのでしょうか・・

まずは、心から、雄大さんのご冥福をお祈り申し上げます。

From dandelion To sasaerukai@chance at 2003 05/18 13:07 編集 返信

「温情判決」に思う

この「支える会」のカラーや論調が、被告本人の意思を必ずしも反映してるわけではないこと、被告の意思とは別に一人歩きしている可能性は否めないと思います。被告は、減刑どころか、実刑に服する以外の明日を想像さえしていませんでした。ただ、被告には、もう一人長期に亘って意識不明の娘さんがいるという状況がありますから、周囲の友人たちが減刑嘆願運動を始めた心情も十分納得できるものです。ただ、今回の執行猶予判決に対する「万々歳」のスタンス、この判決がゴールであるかのような表現は、適切ではなく、被告の意思からますます遠ざかるものではないでしょうか。自分が犯した罪と家族への責任との苦渋に満ちたせめぎ合いの中で、情状酌量を求めざる得ない、そこに下された「温情判決」ですから、粛々と受け止めることが、より被告の心情に沿うのではないかという気がします。

自分が犯した罪とこれからどう決着つけていくかという無期限の課題は、センチメンタリズムに流されるにはあまりにも重過ぎると思うのですが…

To sasaerukai@chance at 2003 05/18 20:43 編集 返信

ご批判謙虚にお受けします。

　私は事件直後に、隆大君の遺影の前で、ご家族から経緯をお聞きして以来、田中さんが取られた行為が、許されるものともまた緊急避難的行為とも思ったことはありません。ましてや障害を理由に、貴重な命が奪われることなど決して認められるものではありません。これは、ご家族・ご親族、友人・知人の方々の共通の前提としての考えだと存じます。

　また、田中さんの取られた行為を、社会の責任に転嫁する意思も毛頭ありません。しかし、長期にわたる昼夜逆転した介護生活で、生きるための満足な睡眠すら取れず、田中さんが徐々に健康な判断力を失っていかれたとしか考えられず、せめて月１度のケァサービス等あれば、冷静な判断力を持ち続けられたはずと、隆大君のためにも残念でしかたありません。それゆえ、裁判長が判決理由の中で、高機能自閉症の社会的な認識不足と公的支援の不十分さを指摘されたことは、高く評価するものです。それと同時に、友人の方々の多くが「よもやここまでになっていたとは」と、友として支えてあげられなかったことを悔やまれます。言葉だけでは済まない難しさと存じますが、ご指摘の通り、5月15日は終わりの日ではなく出発の日として、目の前の社会の中で何ができるのか、考え行動していく決意でおりました。

　文頭に申したとおり、田中さんが取られた行為が、現在の法制度だけでなく一人の人間としても間違っていたことは論議を待ちません。従いまして、昨年8月よりの嘆願書に取組みましたが、当然のこととして無罪判決を請願したものでは決してなく、寛大な処分を願うと言う趣旨にご支持を頂いて参ったのです。

　田中さんは重大な責任を自覚され自ら命を絶とうとされました。その後も、一貫して刑の軽減を望んではおられなかったと存じます。しかし、嘆願書の運動が一人歩きしていたのではありません。なぜならば、当事者は田中さんだけでなく、ご家族も当事者です。実際に弁護活動はご家族の意思にそもそもよるものです。意識不明で受け入れ病院さえままならない愛子さんの介護は、ご自身も病気を抱えられる奥さん一人で担えるものではありません。そのため、田中さんが健康な精神を取り戻されることを願いつつ、1日も早く帰ってきて欲しいと願われるご家族の願いを、友人の皆さんが支えてこられたのです。友の言うとおりにすると言うのが、友を支えると言うことではないと存じます。

　刑罰につきましては、凶悪犯罪が続発する昨今、死刑の是非に代表されるように、論議がいろいろあるところです。これは私見ですが、刑罰は社会的制裁とともに、本人の反省と更生を期するものと思います。他国では、ボランティア等社会的貢献を刑罰にする国もあると聞きます。

　しかし、田中さんの受けられた判決は、懲役３年執行猶予５年という、まぎれもない有罪判決なのです。そして、この間の未決拘留期間は、実刑期間に既に充当されています。重大性故に、決して無罪ではないのです。しかし、田中さんのように、真摯に物事を考えられるかたにとっては、長期の拘留というほうが、どれほど精神的に楽な判決だったかとも私見ですが考えます。5月15日は、再出発の日ですが、実刑判決よりも厳しい旅立ちになることも考えられます。共に歩んでいく決意です。

　今、決して情緒的に申すのではなく、命の灯が細くなっておられる愛子さんを支えられるのは、田中さんしか考えられません。その命の現場に、田中さんがご家族の希望のなか帰ってこられたことを、私は心より喜んでいます。もちろん隆大君の命という厳粛な事実は、決して忘れるものではありません。　　　　　　　　　　　　　　　　（ひぐらし）

　From K.K To sasaerukai@chance at 2003 05/19 08:15 編集 返信

From 通りすがりの者ですが To sasaerukai@chance at 2003 05/19 11:24 編集 返信

ショックを受けました…

新聞報道で事件のこと、減刑嘆願署名のことを知りました。いろいろな意味でショックを受けました。

「何も知らないで、何勝手なことを言っているんだ」という批判は覚悟の上で書かせていただきます。

自閉症の息子さんと長期間意識不明の娘さんを抱えて、大変な状況だったことは理解できます。が、それならなぜ、どちらか一人でも施設に入所させなかったのでしょう。児童相談所で「親がみるしかない」と言われたからですか？担当者にそう言われて、諦めてしまったのでしょうか。担当者がだめならその上司、その人がダメなら児童相談所の所長。それでもダメなら所長の上司にあたる県の幹部職員、さらに県知事。そういう人たちに面会を求めたり、手紙を書いて困っている状況を伝えようとしたのでしょうか。お役所は、タテ社会です。上から言ってもらえれば、すんなり入所できたのではないかと思うのですが。

ギリギリまで家族だけで抱え込んで我が子を殺すより、他人の手を借りる努力をすべきではなかったでしょうか。

日本自閉症協会の支部の方が、署名に協力していると知ったのもショックでした。同情するのもわかるし、個人的に署名する人がいても不思議はありません。が、組織として協力するのはどうかと疑問を持ちました。自閉症協会は、自閉症者・児のことを理解し、支援する団体だと思っていましたが、自閉症児を授かった親がお互いに自分たちの「不幸」を嘆き、同情しあう団体だったのですね。

だって、自閉症協会が組織として減刑嘆願署名を集めるということは、自閉症児はパニックをおこして大変だから、親に殺されてもしょうがない、生きている価値もない…といったことを認めることになりませんか。

私自身も自閉症児を抱えて、大変なことはいろいろあります。子供と一緒に死のうと思ったことも何度かあります。でも、私は思っただけで実行しなかった。多くの親も、思うだけで実行しません。「思うだけ」と「実行してしまう」間には、やはり大きな隔たりがあります。子殺しは、殺人です。自分の親（尊属）を殺すのも、我が子を殺すのも、友人や知人を殺すのも、すべて同じ殺人です。我が子だから、障害があるから刑が軽減されるというのは、おかしいと言わざるをえません。

本来は自閉症協会の掲示板に書くべきなのかもしれませんが、リンク先に掲示板が見つからなかったのでこちらに書かせていただきました。 

From K To sasaerukai@chance at 2003 05/19 14:00 編集 返信

============================================

　私たちは、昨年7月24日の事件以後、『残された家族も、交通事故で意識不明の長女愛子の介護に、当人と共に一日も早く取組むことで、家族の結束をもう一度計る中、今後の人生を長男で被害者の隆大君の供養と贖罪に過ごさせてやりたく思っております。為に一日でも早く家族の許に戻ってくることを望んでいます。（中略）ご配慮頂き、何卒寛大な処分のほどお願い申し上げます』との趣旨で、神戸地方裁判所への寛大な処分を願う嘆願書署名運動に取組んで参りました。

　参加された方々も、ご支援いただいた方々も、お立場等の相違もあり寛大な処分をお願いするという考えのみが、一致したところでした。その後各方面から、2万人を超えると言う数のご署名を頂きました。

　おかげさまで、さる5月15日、待ちに待った判決を神戸地裁で頂きました。新聞報道等で知っていただいた方も多かったと存じます。懲役3年執行猶予5年・未決拘留期間は3年に充当するというものでした。

　ご家族・ご親族の事を思いますと、心より良かったと存じます。当日午後、ご本人は、10ヶ月近くの長い間、待ちに待たれた家族の許に戻られました。判決で期待されたように、またご家族・ご親族、友人・知己の方々の願いのように、長女愛子さんへの介護と、隆大君への供養に尽くされると存じます。

　ご本人は社会復帰できたときには、社会貢献に取組みたいとの意向を申されていました。多くの方々の激励へのお答えと、ご自身罪の償いを込められていると存じます。しかし、その道は、決して平坦なものではないと存じます。これからも、その道を共にしていく決意です。

　あわせまして、ご本人が嘆願書運動を知られた時、『自分のことより今戦っている方々の為に頑張って』と申されましたが、その言葉をもう一度かみしめ、今何ができるのか、何をしなければならないのか、真摯に考え行動していきたいと考えております。

　多くの方々からご指摘も頂きました通り、これで終わりではないと存じます。新たな出発点に立ったと考えています。

　ここに、これまでの多大なご支援に心より感謝申し上げますと共に、今後のご指導を心よりお願い申し上げます。何卒よろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　事務局
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